






喘息日常管理指導を行う上に発作を中心とする喘息の症状がどのように経過するかを客観

的に記録する方式の確立は重要であり,その経過に対する治療,指導等の影響を判定するこ

とによってその成果を評価するためにも合理的な評点評価の方法の確立が望まれる。 

私どもは,統計学的手法を用いて喘息症状の評点評価法を研究しているが,その過程におい

て,行われた治療の効果をどのように加味するか検討する必要を生じ,その一資料として,

各種抗喘息薬の発作治療に対する薬効のイメージを,小児気管支喘息診療の専門家につい

てアンケート調査した。 


